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プールとボリュームグループを作成

プールを自動的に作成する

プールの作成は、System Managerがストレージアレイ内に未割り当てのドライブを検出
すると自動的に開始されます。プールの自動作成を使用すると、ストレージアレイ内の
すべての未割り当てドライブを1つのプールに簡単に設定したり、既存のプールにドライ
ブを追加したりできます。

作業を開始する前に

次のいずれかの条件に該当する場合は、Pool Auto-Configurationダイアログボックスを起動できます。

• ドライブタイプが類似する既存のプールに追加できる未割り当てドライブが1本以上検出された場合。

• 新しいプールの作成に使用できる未割り当てドライブが11本以上検出された場合（ドライブタイプが異な
るために既存のプールに追加できない場合）。

このタスクについて

次の点に注意してください。

• ストレージアレイにドライブを追加すると、System Managerではドライブが自動的に検出され、ドライ
ブタイプと現在の構成に基づいて、1つまたは複数のプールを作成するように求められます。

• プールが以前に定義されている場合、互換性があるドライブを既存のプールに追加するかどうかを確認す
るメッセージがSystem Managerで自動的に表示されます。新しいドライブを既存のプールに追加する
と、System Managerによって、追加した新しいドライブを含む新しい容量にデータが自動的に再配分さ
れます。

プールの自動構成（Pool Auto-Configuration）ダイアログボックスは、次のいずれかの方法で起動できます。

• 未割り当て容量が検出されると、通知領域のホームページにプールの自動構成に関する推奨事項が表示さ
れます。View Pool Auto-Configuration *（プールの自動構成の表示）をクリックして、ダイアログボック
スを起動します。

• プールとボリュームグループページからプールの自動構成ダイアログボックスを起動することもできま
す。これには次のタスクを実行します。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニューを選択します。More [Launch pool auto-configuration]。新しいプール、ドライブが追加されてい
る既存のプール、またはその両方が表示されます。新しいプールには、連番を付した名前がデフォルトで
付けられます。

System Managerでは次の処理が行われます。

◦ ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じで容量が同等の十分な数のドライブがある場合は、単一の
プールを作成する。

◦ 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールを作成する。

◦ ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合、追加した新しいドライブのドライブタイプ
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が既存のプールと同じであれば、そのプールにドライブが追加されます。

◦ タイプの異なる複数のドライブを追加した場合は、ドライブタイプが同じドライブを既存のプールに
追加し、別のドライブタイプのドライブを使用して別のプールを作成する。

3. 新しいプールの名前を変更するには、* Edit *アイコン（鉛筆）をクリックします。

4. プールのその他の特性を表示するには、カーソルを合わせるか、* Details *アイコン（ページ）をタッチ
します。

ドライブタイプ、セキュリティ機能、Data Assurance（DA）機能、シェルフ損失の保護、ドロワー損失
の保護に関する情報が表示されます。

5. [* 同意する * ] をクリックします。

プールを手動で作成する

プールの自動構成機能でニーズに合ったプールが提供されない場合は、プールを（一連
の候補から）手動で作成できます。プールは必要な論理ストレージ容量を提供します。
この容量から個々のボリュームを作成し、アプリケーションをホストすることができま
す。

作業を開始する前に

• ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じドライブが少なくとも11本必要です。

• シェルフ損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも6つのドライブシェルフ
に配置されていて、同じシェルフのドライブが3本以上含まれていないことが必要です。

• ドロワー損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも5つのドロワーに同じ数
ずつ配置されている必要があります。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニュー：[Create Pool（プールの作成）]をクリックします。

[プールの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

3. プールの名前を入力します。

4. （オプション）ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプを選択
します。

作成可能なすべてのプールの候補が表示されます。

5. 次の特性に基づいて使用するプール候補を選択し、*作成*をクリックします。
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特性 使用

空き容量 プールの空き容量がGiB単位で表示されます。アプ
リケーションのストレージニーズに応じて、必要な
容量のプール候補を選択します。

予約済み（スペア）容量もプール全体に分散され、
空き容量に含まれることはありません。

合計ドライブ数 プール候補に含まれるドライブの数が表示されま
す。

System Managerは、できるだけ多くのドライブを
予約済み容量として自動的に確保します（System

Managerではプール内の6本につき1本のドライブを
予約済み容量として確保します）。

ドライブ障害が発生すると、予約済み容量を使用し
て再構築されたデータが格納されます。

セキュリティ対応 プール候補がセキュリティ対応ドライブだけで構成
されているかどうかを示します。セキュリティ対応
ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライ
ブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがありま
す。

• プールはドライブセキュリティを使用して保護
できますが、この機能を使用するには、すべて
のドライブがセキュリティ対応である必要があ
ります。

• FDEのみのプールを作成する場合
は、SecureCapable列で「* Yes-fde」を検索し
てください。FIPSのみのプールを作成する場合
は、セキュア対応列で「はい- FIPS *」を探し
ます。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによって
異なるプールや、セキュリティレベルが異なる
ドライブが混在したプールを作成することもで
きます。プールにセキュリティ対応でないドラ
イブが含まれている場合、プールをセキュリテ
ィ対応にすることはできません。
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特性 使用

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ
機能を有効にするオプションです。プールがセキュ
リティ対応で、セキュリティキーを作成している場
合、チェックボックスを選択してセキュリティを有
効にできます。

一度有効にしたドライブセキュリテ
ィは、プールを削除してドライブを
消去しないかぎり解除できません。

DA対応 プール候補でData Assurance（DA）を使用できる
かどうかを示します。DAは、ホストとストレージ
アレイの間でデータをやり取りするときに発生する
可能性があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したプールを選択
します。このオプションはDA機能が有効になって
いる場合にのみ使用できます。

プールにはDAに対応したドライブとDAに対応して
いないドライブを含めることができますが、DAを
使用するためにはすべてのドライブがDAに対応し
ている必要があります。

シェルフ損失の保護 シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示しま
す。

シェルフ損失の保護が有効な場合、1台のドライブ
シェルフとの通信が完全に失われた場合でもプール
内のボリューム上のデータへのアクセスが保証され
ます。

ドロワー損失の保護 ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示しま
す。この保護は、使用しているドライブシェルフに
ドロワーが搭載されている場合にのみ提供されま
す。

ドロワー損失の保護が有効な場合、ドライブシェル
フの1台のドロワーとの通信が完全に失われた場合
でもプール内のボリューム上のデータへのアクセス
が保証されます。

ボリュームグループを作成します

ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上のボリュームを作成し
ます。ボリュームグループは、RAIDレベルや容量などの特性が同じボリュームのコンテ
ナです。
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このタスクについて

大容量ドライブとボリュームをコントローラ間で分散させる機能を利用して、1つのボリュームグループに複
数のボリュームを作成すると、ストレージ容量を有効に活用してデータを保護するのに役立ちます。

ボリュームグループを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• 未割り当てのドライブが少なくとも1本必要です。

• 1つのボリュームグループに含めることができるドライブ容量には制限があります。これらの制限はホス
トタイプによって異なります。

• シェルフ/ドロワー損失の保護を有効にするには、RAID 1を使用している場合を除き、少なくとも3台のシ
ェルフまたはドロワーに配置されたドライブを使用するボリュームグループを作成する必要があります。
最小のシェルフ/ドロワーは2台です。

ボリュームグループの容量は、選択するRAIDレベルによって次のように異なります。

• RAID 1を使用する場合は、ドライブを一度に2本ずつ追加してミラーペアを構成する必要があります。ミ
ラーリングとストライピング（RAID 10またはRAID 1+0）は、ドライブを4本以上選択した場合に実装さ
れます。

• RAID 5を使用する場合は、少なくとも3本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があ
ります。

• RAID 6を使用する場合は、少なくとも5本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があ
ります。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニュー：Create [Volume group]（ボリュームグループの作成）をクリックします。

[ボリュームグループの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

3. ボリュームグループの名前を入力します。

4. データストレージと保護の要件に最も適したRAIDレベルを選択します。

ボリュームグループ候補の表に、選択したRAIDレベルをサポートする候補だけが表示されます。

5. （オプション）ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプを選択
します。

ボリュームグループ候補の表に、選択したドライブタイプとRAIDレベルをサポートする候補だけが表示
されます。

6. （オプション）ボリュームグループで使用するドライブを自動で定義するか手動で定義するかを選択でき
ます。デフォルトでは、自動方式が選択されています。

ドライブを手動で選択するには、ドライブを手動で選択する*（アドバンスト）リンクをクリックしま
す。クリックすると、ドライブが自動的に選択されます（アドバンスト）*。

手動方式では、ボリュームグループを構成するドライブを選択できます。未割り当ての特定のドライブを
選択して必要な容量を確保することができます。ストレージアレイにメディアタイプやインターフェイス
タイプが異なるドライブが含まれている場合、新しいボリュームグループの作成用に選択できるのは1つ
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のドライブタイプの未設定の容量のみです。

手動方式を使用するのは、ドライブの冗長性と最適なドライブ構成を理解しているエキス
パートだけです。

7. 表示されたドライブ特性に基づいて、ボリュームグループで使用するドライブを選択し、*作成*をクリッ
クします。

表示されるドライブ特性は、自動方式と手動方式のどちらを選択したかによって異なります。
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自動方式のドライブ特性

特性 使用

空き容量 使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプ
リケーションのストレージのニーズに応じて、
必要な容量のボリュームグループ候補を選択し
ます。

合計ドライブ数 このボリュームグループに含まれるドライブの
数を示します。必要なドライブ数のボリューム
グループ候補を選択します。ボリュームグルー
プに含まれるドライブが多いほど、複数のドラ
イブで障害が発生した場合でもボリュームグル
ープ内の重大なドライブ障害として原因 が発生
する可能性が低くなります。

セキュリティ対応 このボリュームグループ候補がセキュリティ対
応ドライブだけで構成されているかどうかを示
します。セキュリティ対応ドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理
標準（FIPS）ドライブがあります。

• ボリュームグループはドライブセキュリティ
を使用して保護できますが、この機能を使用
するには、すべてのドライブがセキュリティ
対応である必要があります。

• FDEのみのボリュームグループを作成する場
合は、SecureCapable列で「* Yes-fde」が検
索されています。FIPSのみのボリュームグル
ープを作成する場合は、Secure-enabled列
で「* Yes-FIPS *」を探します。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによっ
て異なるボリュームグループや、セキュリテ
ィレベルが異なるドライブが混在したボリュ
ームグループを作成することもできます。ボ
リュームグループにセキュリティ対応でない
ドライブが含まれている場合、ボリュームグ
ループをセキュリティ対応にすることはでき
ません。
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特性 使用

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリ
ティ機能を有効にするオプションです。ボリュ
ームグループがセキュリティ対応で、セキュリ
ティキーを設定している場合、チェックボック
スを選択してドライブセキュリティを有効にで
きます。

一度有効にしたドライブセキュリ
ティは、ボリュームグループを削
除してドライブを消去しないかぎ
り解除できません。

DA対応 このグループの候補でData Assurance（DA）を
使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、ホストとストレージアレ
イの間でデータをやり取りするときに発生する
可能性があるエラーをチェックして修正しま
す。

DAを使用する場合は、DAに対応したボリューム
グループを選択します。このオプションはDA機
能が有効になっている場合にのみ使用できま
す。

ボリュームグループにはDAに対応したドライブ
とDAに対応していないドライブを含めることが
できますが、DAを使用するためにはすべてのド
ライブがDAに対応している必要があります。

シェルフ損失の保護 シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示し
ます。シェルフ損失の保護が有効な場合、シェ
ルフとの通信が完全に失われた場合でもボリュ
ームグループ内のボリューム上のデータへのア
クセスが保証されます。

ドロワー損失の保護 ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示し
ます。この保護は、使用しているドライブシェ
ルフにドロワーが搭載されている場合にのみ提
供されます。ドロワー損失の保護が有効な場
合、ドライブシェルフの1台のドロワーとの通信
が完全に失われた場合でもボリュームグループ
内のボリューム上のデータへのアクセスが保証
されます。
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手動方式のドライブの特性

特性 使用

メディアタイプを示します。次のメディアタイ
プがサポートされています。

• ハードドライブ

• ソリッドステートディスク（SSD）ボリュー
ムグループ内のすべてのドライブは、同じメ
ディアタイプ（すべてのSSDまたはすべての
ハードドライブ）である必要があります。ボ
リュームグループのメディアタイプやインタ
ーフェイスタイプを混在させることはできま
せん。

ドライブ容量 ドライブの容量を示します。

• ボリュームグループ内の既存のドライブと同
じ容量のドライブを可能なかぎり選択してく
ださい。

• 容量が小さい未割り当てのドライブを追加す
る必要がある場合は、ボリュームグループに
現在含まれている各ドライブの使用可能容量
が削減されることに注意してください。した
がって、ドライブ容量はボリュームグループ
全体で同じになります。

• 容量が大きい未割り当てのドライブを追加す
る必要がある場合は、ボリュームグループに
現在含まれているドライブの容量に合わせ
て、追加する未割り当てのドライブの使用可
能容量が削減されることに注意してくださ
い。

トレイ ドライブのトレイの場所を示します。

スロット ドライブのスロットの場所を示します。

速度（rpm） ドライブの速度を示します。

論理セクターサイズ セクターサイズとフォーマットを示します。
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特性 使用

セキュリティ対応 このボリュームグループ候補がセキュリティ対
応ドライブだけで構成されているかどうかを示
します。セキュリティ対応ドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理
標準（FIPS）ドライブがあります。

• ボリュームグループはドライブセキュリティ
を使用して保護できますが、この機能を使用
するには、すべてのドライブがセキュリティ
対応である必要があります。

• FDEのみのボリュームグループを作成する場
合は、SecureCapable列で「* Yes-fde」が検
索されています。FIPSのみのボリュームグル
ープを作成する場合は、Secure-enabled列
で「* Yes-FIPS *」を探します。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによっ
て異なるボリュームグループや、セキュリテ
ィレベルが異なるドライブが混在したボリュ
ームグループを作成することもできます。ボ
リュームグループにセキュリティ対応でない
ドライブが含まれている場合、ボリュームグ
ループをセキュリティ対応にすることはでき
ません。

DA対応 このグループの候補でData Assurance（DA）を
使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、ホストとストレージアレ
イの間でデータをやり取りするときに発生する
可能性があるエラーをチェックして修正しま
す。

DAを使用する場合は、DAに対応したボリューム
グループを選択します。このオプションはDA機
能が有効になっている場合にのみ使用できま
す。

ボリュームグループにはDAに対応したドライブ
とDAに対応していないドライブを含めることが
できますが、DAを使用するためにはすべてのド
ライブがDAに対応している必要があります。

SSDキャッシュを作成する

システムパフォーマンスを向上させるために、SSDキャッシュ機能を使用して、アクセ
ス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのソリッドステートドラ
イブ（SSD）にキャッシュすることができます。SSDキャッシュは、ホスト読み取りに
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のみ使用されます。

作業を開始する前に

ストレージアレイにSSDドライブが含まれている必要があります。

このタスクについて

SSDキャッシュを作成するときは、1つまたは複数のドライブを使用することができます。読み取りキャッシ
ュはストレージアレイ内にあるため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシュが
共有されます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的に自動でキャッシングが実行されます。

SSDキャッシュを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• SSDキャッシュのセキュリティを有効にできるのは作成時だけで、あとから有効にすることはできませ
ん。

• SSDキャッシュはストレージアレイごとに1つだけサポートされます。

• ストレージアレイで使用可能なSSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量
で決まります。

• SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

• SSDキャッシュが有効になっているボリュームや無効になっているボリュームをインポートまたはエクス
ポートしても、キャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

• コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシング
による転送の対象外となります。

• 関連するボリュームがセキュリティ有効の場合は、セキュリティ有効のSSDキャッシュを作成してくださ
い。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニューをクリックします：Create [SSD Cache]。

SSDキャッシュの作成*ダイアログボックスが表示されます。

3. SSDキャッシュの名前を入力します。

4. 次の特性に基づいて使用するSSDキャッシュ候補を選択します。

特性 使用

容量 使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプリ
ケーションのストレージニーズに応じて容量を選択
します。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプラ
イマリキャッシュ容量で決まります。SSDキャッシ
ュに最大容量を超える容量を割り当てた場合、超過
した容量は使用できません。

SSDキャッシュの容量は、全体の割り当て容量にカ
ウントされます。
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特性 使用

合計ドライブ数 このSSDキャッシュで使用できるドライブの数を示
します。必要なドライブ数のSSD候補を選択しま
す。

セキュリティ対応 SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけで
構成されているかどうかを示します。セキュリティ
対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ド
ライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあ
ります。

セキュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合
は、「セキュア対応」列で「はい- FDE *」また
は「はい- FIPS *」を探します。

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ
機能を有効にするオプションです。セキュリティ有
効SSDキャッシュを作成する場合は、セキュリティ
の有効化チェックボックスをオンにします。

一度有効にしたセキュリティを無効
にすることはできません。SSDキャ
ッシュのセキュリティを有効にでき
るのは作成時だけで、あとから有効
にすることはできません。

DA対応 このSSDキャッシュ候補でData Assurance（DA）
を使用できるかどうかを示します。Data Assurance

（DA）は、ホストとストレージアレイの間でデー
タをやり取りするときに発生する可能性があるエラ
ーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したSSDキャッシ
ュ候補を選択します。このオプションはDA機能が
有効になっている場合にのみ使用できます。

SSDキャッシュにはDAに対応したドライブとDAに
対応していないドライブの両方を含めることができ
ますが、DAを使用するためにはすべてのドライブ
がDAに対応している必要があります。

5. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュをすぐに有効にするには、*ホストにマップされている既存の互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュを有効にする*チェックボックスをオンにします。

互換性があるボリュームとは、ドライブセキュリティ機能とDA機能の設定が同じボリュームです。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。
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プールまたはボリュームグループに容量を追加します

ドライブを追加することで、既存のプールまたはボリュームグループの空き容量を拡張
することができます。その結果、プールまたはボリュームグループの空き容量が増えま
す。この空き容量は追加ボリュームの作成に使用できます。この処理の実行中もボリュ
ーム内のデータには引き続きアクセスできます。

作業を開始する前に

• ドライブのステータスが最適lである必要があります。

• ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じである必要があります。

• プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

• プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがいずれもセキュリティ対応ドライブの場合、
セキュリティ対応ドライブの暗号化機能を引き続き使用するには、セキュリティ対応のドライブだけを追
加します。

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドラ
イブがあります。

このタスクについて

プールに一度に追加できるドライブは最大60本です。5の倍数である必要があります。ボリュームグループに
一度に追加できるドライブは最大2本です。最大数を超えるドライブを追加する必要がある場合は、手順 を繰
り返します。（プールにはストレージアレイの上限を超えるドライブを含めることはできません）。

ドライブの追加に伴い、予約済み容量の引き上げが必要になる場合があります。拡張処理の実
行後にリザーブ容量を増やすことを検討してください。

Data Assurance（DA）に対応していないプールまたはボリュームグループに容量を追加すると
きは、DA対応のドライブは使用しないでください。DA対応ドライブの機能をプールまたはボ
リュームグループで利用することはできません。DAに対応していないドライブの使用を検討し
てください。

手順

1. 「* MENU（*メニュー）」：「Storage（プールとボリュームグループ）」*を選択します。

2. ドライブを追加するプールまたはボリュームグループを選択し、*容量の追加*をクリックします。

Add Capacityダイアログボックスが表示されます。プールまたはボリュームグループと互換性がある未割
り当てのドライブのみが表示されます。

3. ドライブの選択…*で、既存のプールまたはボリュームグループに追加するドライブを1つ以上選択しま
す。

ドライブのリストは、より適した未割り当てのドライブから順に表示されます。プールまたはボリューム
グループに追加された合計空き容量が、選択した合計容量*のリストの下に表示されます。
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フィールドの詳細

フィールド 説明

シェルフ ドライブのシェルフの場所を示します。

ベイ ドライブのベイの場所を示します。

容量（GiB） ドライブの容量を示します。

• できるだけ、プールまたはボリュームグルー
プ内の既存のドライブと同じ容量のドライブ
を選択してください。

• 容量が小さい未割り当てのドライブを追加す
る必要がある場合は、プールまたはボリュー
ムグループに現在含まれている各ドライブの
使用可能容量が削減されることに注意してく
ださい。したがって、ドライブ容量はプール
またはボリュームグループ全体で同じになり
ます。

• 容量が大きい未割り当てのドライブを追加す
る必要がある場合は、現在プールまたはボリ
ュームグループに含まれているドライブの容
量に合わせて、追加する未割り当てのドライ
ブの使用可能容量が削減されることに注意し
てください。

セキュリティ対応 ドライブがセキュリティ対応かどうかを示しま
す。

• プールやボリュームグループはドライブセキ
ュリティ機能を使用して保護できますが、こ
の機能を使用するには、すべてのドライブが
セキュリティ対応である必要があります。

• セキュリティ対応とセキュリティ対応でない
ドライブを混在させることはできますが、そ
の場合、セキュリティ対応ドライブの暗号化
機能は使用できません。

• セキュリティ対応ドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理
標準（FIPS）ドライブがあります。
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フィールド 説明

DA対応 ドライブがData Assurance（DA）対応かどうか
を示します。

• DAに対応していないドライブを使用してDA

に対応したプールまたはボリュームグループ
に容量を追加することは推奨されません。プ
ールまたはボリュームグループのDA機能は
無効になり、プールまたはボリュームグルー
プに新たに作成したボリュームでDAを有効
にすることもできなくなります。

• DA対応のドライブを使用してDAに対応して
いないプールまたはボリュームグループに容
量を追加することは推奨されません。DA対
応ドライブの機能をプールまたはボリューム
グループで利用することはできないためです
（ドライブの属性が一致しません）。DAに
対応していないドライブの使用を検討してく
ださい。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

プールまたはボリュームグループにドライブを追加する場合、プールまたはボリュームグループの次の属
性が無効になるようなドライブを選択すると、確認のダイアログボックスが表示されます。

◦ シェルフ損失の保護

◦ ドロワー損失の保護

◦ Full Disk Encryption機能

◦ Data Assurance機能を続行するには、[はい]をクリックします。続行しない場合は、[キャンセル]をク
リックします。

結果

プールまたはボリュームグループに未割り当てのドライブを追加したあと、追加のドライブを含めるためにプ
ールまたはボリュームグループの各ボリューム内のデータが再配置されます。
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